
Integrated Physical Geography

Shuji IWATA

University of Tokyo Press, 2018
ISBN978-4-13-022501-4

1.	 この本は，大学学部レベルの自然地理学系の授業のための教科書・副読
本・参考書として執筆・刊行された．

2.	 ただし，講義と組み合わせなくとも使用できるように（読むだけで理解
できるように），本文の解説・説明はくわしく書き込んだ．

3.	 第 1 部・第 2部は，気候学や地形学などの研究領域に細分されない，統
合された自然地理学（統合自然地理学，言い換えれば縫い目のない自然
地理学）の論理と方法論（自然地理学概論）である．

4.	 第 3 部には，統合自然地理学の研究例を示した．
5.	 半期の授業（15 コマ）に適合するように構成されている．残りの半期の，
研究領域別に構成された（個別領域別の）自然地理学の授業と組み合わ
せて使われることを想定している．

6.	 第 1 章・第 5章では，児童向けの文章などを引用し，取りつきやすい内
容にした．

7.	 数学や物理，化学の知識がなくても理解できる内容である．
8.	 自習のための材料にもなるように，参考資料や注を付け加えた．
9.	 内容の骨子は，2015・2016 年度の早稲田大学教育学部「自然地理学研究
1」で使用した講義録と配付資料である．

内容紹介
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はじめに

　40 年も昔のことだが，大学院博士課程で学んでいたとき，大学の非常勤

講師として，一般教育課程の自然地理学を担当することになった．そのとき，

わたしは，自然地理学でなにを教えるかに悩んだ．わたしが学んだ地理学の

専門教育では，自然地理学という名前の授業はなく，地形学，気候学，植生

地理学などの細分化された科目を学んだだけだったからである（一般教育課

程の「自然地理学」は，地理学専攻生は受けなくてよいと言われた）．地形

学や気候学などの領域別科目のダイジェストを順に解説するだけの授業はや

りたくない．寄せ集めではない自然地理学にするにはどうすべきか．わたし

は，卒業研究や学位研究で，高山帯での，地形変化と気候・植生・表層地質

との関連を研究していたので，そのような，地球表層部における諸現象の相

互関連性を教えたいと考えた．しかし，残念ながら，そのときには，思うよ

うな授業はできなかった． 

　その後，21 世紀になって，地球環境問題が切迫した社会問題になり，自

然災害が頻発し，地域の自然・環境を総合的・俯瞰的にとらえる自然地理学

の重要性が再評価されるようになった．たとえば雑誌「科学」では 2015 年

秋から自然地理をアッピールするエッセイが連載されている．そこで強調さ

れるのは，領域ごとの分析的研究にはない俯瞰的視点である．自然地理学で

扱う地表付近の自然は，相互に関連しているので，研究領域ごとに分断する

ことができない．この理解なしには，高等学校の地理の教科書に必ず載せて

ある，世界の気候区分・植生区分・土壌区分などの図がよく似ていることの

意味を理解できないだろう．ここに，地表付近の自然を，細分せずに総体と

して研究することの意味，つまり自然地理学の存在理由がある． 

　しかしながら，その自然地理学の担い手である自然地理学者自身が，自然

地理学の本質や特質を理解しているのかが疑問になってきた．というのは，

近年刊行された自然地理学のいくつかの教科書では，地形学，気候学などの

個別領域が章ごとに並べられているだけで，自然地理学とはどういう科学な
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のかの説明もほとんど書かれていないのを見たからである．自然地理学が異

なる研究領域を寄せ集めただけの学問であるという実態はまったく変わって

いないのである．

　自然地理学という授業は広く開講されている．大学の一般教育科目では，

自然・環境を広く教えるのに好都合な科目であると認識されている．また，

教員養成課程の地歴科目の必修科目として設置せざるを得ない科目である．

それに対して，地理学科や地理学専攻における専門科目では，教員の専門領

域に合わせた，専門領域別の授業，地形学や気候学，水文学，植生地理学，

土壌地理学など，あるいは名称は自然地理学であっても特定のせまい領域に

限定された授業が開講され，自然の総体を教える自然地理学は置かれないの

が普通のようである．

　東京都立大学の自然史学講座の設置にかかわった貝塚爽平先生は，1980

年代に，研究領域ごとに分断された自然地理学ではなく，自然の全体像を扱

う自然地理学の重要性を認識されていた．その内容は，朝倉書店の地理学講

座の 1 冊として刊行される予定だったが，結局，実現しなかった．1990 年

代の中ごろ，東京都立大学の「自然史博物館学」の授業を，植物や動物の専

門家とともにわたしが担当したときには，貝塚先生の考えに基づいた地表諸

現象の相互の関連をある程度教えることができた．さらに，2005 年ごろから，

専修大学や早稲田大学の学部・大学院で自然地理学の授業をおこなってきた．

それらの授業では，研究領域ごとの自然地理学ではなく，自然地理学の本質

や，総合的に自然を理解する方法について解説してきた．

　これらの経験に基づいて，研究領域別ではない自然地理学の構築に向けて

の考えを教科書としてまとめたのが，この本である．ここでは領域別ではな

い自然地理学を統合自然地理学と呼ぶことにする．

　ここにのべたような自然地理学の本質と特徴，方法論は，自然地理学の核

心部としてきちんと教育されなければならない．それがあればこそ，精緻な

実証研究をおこなう個別領域研究の自然地理学に支えられて，地表の自然を

総合的にとらえる自然地理学が成り立つと考える．それなしには，自然地理

学は，やがて，地形学や気候学などに分解して消滅し，教職課程社会科地理

のためだけの，諸領域寄せ集めの授業科目に名を留めるだけになろう．
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